
 
 
 
 
 

     

◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 

例
年
に
な
く
厳
し
い
寒
さ

が
、
続
い
て
い
ま
す
ね
。 
汚
染
源
が
な
い
長
崎
県

の
五
島
列
島
な
ど
で
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
が
発
生
し

た
り
、
大
気
中
の
ス
ス
が
舞
い
降
り
て
、
太
陽
熱
を

吸
収
し
て
い
る
た
め
に
、
北
極
海
の
氷
が
減
少
し
て

い
る
そ
う
で
あ
り
ま
し
て
、
地
球
環
境
は
悪
化
の
一

途
（
い
っ
と
）
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。 
さ
ら

に
、
春
は
、
大
陸
か
ら
の
黄
砂
（
こ
う
さ
）
の
季
節

で
す
が
、
有
害
物
質
を
運
ん
で
く
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。 

酸
性
雨
の
原
因
物
質
も
、
稲
の
害
虫
の

「
ウ
ン
カ
」
も
、
漁
業
の
妨
（
さ
ま
た
）
げ
と
な
る

「
エ
チ
ゼ
ン
ク
ラ
ゲ
」
も
、
実
は
、
中
国
方
面
か
ら

だ
そ
う
で
す
。 

中
国
の
汚
染
大
気
に
は
、
Ｐ
Ｍ
２
．

５
と
い
う
微
小
粒
子
状
（
び
し
ょ
う
り
ゅ
し
じ
ょ
う
、

Ｐ
）
物
質
（
ぶ
っ
し
つ
、
Ｍ
）
が
濃
厚
に
含
ま
れ
て

い
て
、
そ
れ
が
、
日
本
に
も
到
達
し
て
い
ま
す
。 

さ

ら
に
、「
黄
砂
（
こ
う
さ
）」
と
の
化
学
反
応
に
よ
っ

て
、
ど
の
よ
う
な
影
響
が
人
体
（
じ
ん
た
い
）
に
及

ぼ
さ
れ
る
か
が
不
安
視
さ
れ
て
い
て
、
油
断
が
許
さ

れ
な
い
状
況
下
で
す
よ
ね
。 

偏
西
風
（
へ
ん
せ
い

ふ
う
）
の
風
下
側
に
位
置
す
る
日
本
で
す
か
ら
。 

中
国
は
、
と
う
と
う
、
世
界
第
一
位
の
二
酸
化
炭
素 

     

排
出
国
に
な
っ
て
し
ま
し
ま
し
た
。 

 

◇
我
が
国
は
、
六
千
八
百
五
十
以
上
の
島
か
ら
成
っ

て
い
て
、
北
海
道
、
本
州
、
四
国
、
九
州
以
外
は
、

離
島
で
あ
り
ま
す
。 

し
か
も
こ
の
う
ち
、
有
人
島

（
ゆ
う
じ
ん
と
う
、
人
が
す
ん
で
い
る
島
）
は
、
四

百
二
十
ほ
ど
で
、
あ
と
は
す
べ
て
無
人
島
な
の
だ
そ

う
で
す
。 

領
土
面
積
は
、
世
界
で
第
六
十
位
ほ
ど

で
あ
り
ま
す
が
、
領
海
（
り
ょ
う
か
い
）
と
排
他
的 

経
済
水
域
（
は
い
た
て
き
け
い
ざ
い
す
い
い
き
、
Ｅ

Ｅ
Ｚ
）
を
加
え
る
と
世
界
第
六
位
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。 
従
っ
て
、
六
千
八
百
五
十
以
上
の
離
島
の
保

全
（
ほ
ぜ
ん
）
は
、
き
わ
め
て
重
要
な
国
益
（
こ
く

え
き
）
に
結
び
つ
く
の
で
す
。 

し
か
も
、
我
が
国

の
領
域
は
東
西
南
北
三
千
キ
ロ
に
も
及
（
お
よ
）
ん

で
い
ま
す
。 

そ
の
領
域
を
守
る
た
め
に
は
、
領
域

を
保
全
し
、
領
域
を
警
備
し
、
さ
ら
に
は
、
防
衛
が

不
可
欠
と
な
り
ま
す
よ
ね
。 

 

◇
イ
ア
ン
ブ
レ
イ
マ
ー
氏
が
代
表
を
つ
と
め
る
世

界
政
治
リ
ス
ク
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
で
あ
る

「
ユ
ー
ラ
シ
ア
グ
ル
ー
プ
」
が
、
今
年
の
世
界
の
ト

ッ
プ
１
０
リ
ス
ク
を
発
表
し
ま
し
た
が
、「
Ｊ
Ｉ
Ｂ

ｓ
」
が
第
五
位
に
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

「
お
気
の

毒
な
国
」
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
あ
り
ま
す
。 

Ｊ
は
日

本
、
Ｉ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
、
Ｂ
は
ブ
リ
テ
ン
で
イ
ギ
リ

ス
で
す
、
ｓ
は
複
数
の
意
味
で
す
。 

イ
ギ
リ
ス
は

ユ
ー
ロ
圏
の
低
迷
、
イ
ス
ラ
エ
ル
は
中
東
の
混
乱
、

日
本
は
、
中
国
の
台
頭
で
リ
ス
ク
を
背
負
う
、
お
気

の
毒
で
あ
る
と
い
う
事
で
す
ね
。 

環
境
汚
染
問
題
、

領
土
問
題
、
経
済
摩
擦
（
け
い
ざ
い
ま
さ
つ
）
等
、

新
（
あ
ら
た
）
な
る
「
チ
ャ
イ
ナ 

ハ
ザ
ー
ド
（
危

険
、
障
害
物
）」
の
出
現
で
あ
り
ま
す
。 

昨
年
逝

去
（
せ
い
き
ょ
）
さ
れ
た
、
タ
イ
国
の
シ
ア
ヌ
ー
ク

国
王
は
、「
歴
史
と
国
土
は
変
え
ら
れ
な
い
。」
と
仰

（
お
っ
し
ゃ
い
）
ま
し
た
。 

だ
と
す
れ
ば
、
前
述

（
ぜ
ん
じ
ゅ
つ
）
し
た
諸
問
題
は
、
我
が
国
の
宿
命

的
な
重
要
案
件
、
克
服
す
べ
き
大
き
な
課
題
で
あ
り

ま
す
。 

周
辺
諸
国
と
協
議
し
、
解
決
に
向
け
て
努

力
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。 

◇
世
界
の
８
大
公
害
事
件
の
う
ち
の
四
件
は
、
一
九

五
〇
年
～
六
〇
年
代
の
日
本
で
発
生
し
ま
し
た
。 

世
界
最
大
の
都
市
の
一
つ
で
あ
る
東
京
も
、
一
九
六

〇
年
代
は
、
ス
モ
ッ
グ
が
天
を
い
ぶ
し
、
河
川
は
臭

気
（
し
ゅ
う
き
）
が
漂
（
た
だ
よ
）
っ
て
い
ま
し
た
。 

し
か
し
、
日
本
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
汚
染
の
改
善

に
取
り
組
み
、
人
口
が
密
集
す
る
狭
小
（
き
ょ
う
し

ょ
う
）
な
国
土
で
、
奇
跡
と
い
え
る
成
果
を
成
し
遂

げ
、
公
害
を
克
服
し
た
の
で
す
。 

◇
少
し
、
自
信
を
失
い
か
け
て
い
る
日
本
で
は
あ
り

ま
す
が
、
技
術
力
が
あ
り
分
厚
（
ぶ
あ
つ
）
い
経
済
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力
を
持
つ
国
で
も
あ
り
ま
す
。 

日
本
人
は
、
勤
勉

（
き
ん
べ
ん
）
で
性
格
も
良
い
と
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。 
私
ど
も
の
先
人
（
せ
ん
じ
ん
）
た
ち
は
、
公

害
を
奇
跡
的
に
克
服
し
た
よ
う
に
、
多
く
の
国
難

（
こ
く
な
ん
）
を
乗
り
越
え
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。 

◇
二
月
は
、
二
十
八
日
し
か
な
い
短
い
月
で
は
あ
り

ま
す
が
、
重
要
な
祭
典
行
事
を
多
く
奉
仕
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
月
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

二
月
三
日
の

節
分
祭
、
二
月
十
一
日
の
建
国
祭
、
二
月
十
七
日
の

祈
年
祭
（
き
ね
ん
さ
い
）、
特
に
祈
年
祭
は
、
宮
司

を
兼
務
し
て
い
る
田
の
首
八
幡
宮
、
さ
ら
に
は
六
連

島
八
幡
宮
で
も
斎
行
（
さ
い
こ
う
）
し
ま
し
た
。 

そ
の
重
要
な
祭
典
の
御
奉
仕
を
終
え
て
、
や
は
り
、

日
本
人
が
持
っ
て
い
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
（
潜
在
｛
せ

ん
ざ
い
｝
す
る
能
力
、
可
能
性
と
し
て
の
力
）
を
生

か
し
、
日
本
人
と
し
て
の
誇
り
を
失
っ
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

先
月
に
引

き
続
い
て
の
発
行
日
の
ワ
ー
ス
ト
記
録
を
更
新
し

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、「
継
続
は
力
な
り
！
」
と
い

う
お
題
目
に
免
じ
て
お
許
し
を
願
い
つ
つ
、
第
八
十

一
号
を
お
届
け
致
し
ま
す
。 

御
自
愛
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。 

◇
二
月
の
祭
典
行
事
報
告 

 

▼
月
次
祭 

＊
二
月
一
日
、
十
五
日 

 

▼
節
分
祭 

＊
二
月
三
日 

 

▼
角
倉
小
三
年
生
参
拝 

＊
二
月
五
日 

 

▼
横
浜
Ｄ
ｅ
ｎ
ａ
ベ
ー
ス
タ
ー
ズ
下
関
フ
ァ
ン
の

集
い
の
会
必
勝
祈
願
祭 

＊
二
月
九
日 

▼
福
浦
稲
荷
神
社
例
祭 

＊
二
月
十
日 

▼
紀
元
祭 

＊
二
月
十
一
日 

 

▼
建
国
記
念
の
日
奉
祝
市
民
大
会 

＊
二
月
十
一
日 

 
 

 

▼
向
井
小
三
年
生
参
拝 

＊
二
月
十
四
日 

 

▼
海
上
自
衛
隊
敷
設
艦
「
む
ろ
と
」
参
拝 

＊
二
月
十
五
日 

 

▼
祈
年
祭 

 
 
 

＊
本
宮 

 
 
 
 

二
月
十
七
日 

 
 
 

＊
六
連
島
八
幡
宮 

二
月
二
十
五
日 

 
 

＊
田
の
首
八
幡
宮 

二
月
二
十
七
日 

 

▼
朝
粥
会 

＊
二
月
二
十
一
日 

 
 
 
 

※
小
豆
（
あ
ず
き
）
粥
を
食
べ
ま
し
た
！ 

◇
三
月
の
祭
典
行
事
予
定 

 

▼
月
次
祭 

＊
三
月
一
日
、
十
五
日 

 

▼
恵
比
寿
神
社
例
祭 
＊
三
月
十
五
日 

 
 

※
山
口
県
漁
連
南
風
泊
支
店 

 

▼
祖
霊
祭 

＊
三
月
二
十
日 

 
 

※
家
の
宗
旨
（
し
ゅ
う
し
）
が
神
道
の
家
の
合

同
の
霊
祭
（
み
た
ま
ま
つ
り
） 

◇
二
月
の
宮
司
の
行
事
会
議
等
活
動
報
告 

  

▼
八
幡
宮
関
係
団
体 

 
 

◇
神
道
会
世
話
人
会 

＊
二
月
二
十
五
日 

 

▼
山
口
県
神
社
庁
、
同
下
関
支
部
関
係 

 
 

◇
下
関
支
部
次
期
役
員
選
考
委
員
会 

 
 
 

＊
二
月
五
日 

 
 

◇
下
関
支
部
三
役
会 

＊
二
月
五
日 

 
 

◇
下
関
支
部
幹
事
会 

＊
二
月
六
日 

 
 

◇
山
口
県
神
社
庁
役
員
会 

＊
二
月
十
二
日 

◇
支
部
長
事
務
局
長
会
議 

＊
二
月
十
三
日 

 
 

◇
山
口
県
神
社
庁
例
祭 

＊
二
月
十
三
日 

 
 

◇
巡
回
社
頭
講
演
研
修
会 

＊
二
月
二
十
一
日 

 

▼
西
ロ
ー
タ
ー
リ
ー
ク
ラ
ブ 

 
 

◇
例
会 

※
下
関
市
五
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
合
同
例
会 

＊
二
月
十
八
日 

 

▼
教
誨
活
動 

 

＊
美
祢
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー 

 
 
 

◇
釈
放
前
指
導
講
話 

 

＊
二
月
二
十
六
日 

0

▼
人
権
擁
護
委
員
活
動 

 
 

◇
特
設
相
談
所
相
談
業
務 

 

＊
二
月
二
十
日 

▼
そ
の
他 

 

◇
山
口
県
八
幡
宮
会
二
十
周
年
実
行
委
員
会 

 

＊
二
月
十
三
日 

◇
下
関
市
消
防
団
彦
島
分
団
消
防
訓
練 

 

＊
二
月
二
十
四
日 

 
 

※
彦
島
分
団
第
六
部
の
部
員
と
し
て
参
加 


